
●これまでの成果
●2018年度から2020年度の3年間、「大学等の復興知を活用した福島イノベーショ
ン・コースト構想促進事業（一般枠）」において、『福島県浪江町における農業“新
興”に向けた取り組み～担い手育成に向けた取り組み～』というテーマを掲げて、新
規就農を中心とする「担い手育成」に取り組んできた。

【具体的成果】
書籍化：
●東京農業大学では、学内で連携する相馬市プロジェクトの成果として『東日本大
震災からの農業復興支援モデル－東京農業大学10年の軌跡－』ぎょうせい、2021年3
月が刊行された

●本学が有する6次産業化の人材育成のノウハウや実践事例を収録したテキスト『6
次産業化の地平』を発行し、『北海道農業のトップランナーたち』をサブテキスト
として、プロジェクトへの参加学生に貸与し「復興浪江学」で参加学生の知識向上
や担い手育成につなげることができた。

メディア：
●6次産業化推進の成果として、学生が収穫した米を「浪江復興米」として道の駅で
販売体験を行い、浜通り地域の農業復興の象徴として地域・全国・海外へと発信で
きた（2度にわたり「NHKワールドJAPAN」で放映）。このことは、農林水産省の
『食料・農業・農村白書』にもトピックスとして取り上げられた。

人材育成：
●㈱舞台ファームの協力のもと、2020年10月に大学生30名が津波被害を受けた棚塩
地区において10年ぶりの稲刈りを体験し、高性能のコンバインや農薬散布用のド
ローンの操縦体験を行うことで、将来的な担い手育成に向けての技能向上につなげ
ることができた。
●本学学生2名が本プロジェクトの「復興酒」企画で連携する鈴木酒造店（浪江町）
に就職し、本学の建学の理念である「人物を畑に還す」地域への人材輩出につなげ
ることができた。

●事業概要
●2018年度から2020年度の3年間を通じて、浪江町の農業“新興”にむけた様々なプロジェクトを展開
してきたが、やはり浪江町の復興においては、地域農業の「担い手」の確保・育成が重要であるこ
とが、より明確となった。そこで本事業ではこの課題にチャレンジすべく、多様な担い手をイン
ターンシップを通じて確保をすることを主要テーマとし、『インターンシップ型農業・農村総合活
性化戦略プロジェクト』とした。
●プログラムへの6割以上の参加やプレゼンテーションの実施・修了を条件として、大学独自の資格
として「復興支援サポーター」の称号を学長名で授与する。
→ 復興支援サポーターは年間20名以上輩出し、福島沿岸地域への交流人口・関係人口の拡大につ
なげる。
●事業の3年目以降は、人材育成事業の成果を横展開するため、「復興農学会」を構成する大学や市
町村との連携によって、農業の担い手育成のプログラムを普及させ沿岸部地域の地域課題の解決に
貢献する。
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インターンシップ型農業・農村総合活性化戦略プロジェクト

①オンライン・対面併用講座「復興浪江学」（6月～1月 計5回の開講）

②一般農業実習プログラムコース（選択制）
（田植え、稲刈り、エゴマ収穫等）
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⑦全体成果報告会（プレゼンテーション）、復興支援サポーター（大学独自資格取得）
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●地域との連携体制

福島舞台ファーム㈱
㈱鈴木酒造店
㈱舞台ファーム
くまもと☆農家ﾊﾝﾀｰ
その他の農業生産法人
商工業団体等

浪江町の農業、商工業団体を含めた地域活性化に向けた戦略委員会

（日本酒プロジェクト等の推進等）

教育・研究プログラムの運営と進捗管理

人材育成プログラムのノウハウの共有

福島イノベーション・コースト
人材育成基盤構築事業実行委員会

浪江町

㈱舞台ファーム
東京農業大学
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実施企業・団体

連携構築

浪江町農業・農村総合活性化戦略委員会復興農学会に加入する大学等
および沿岸部市町村との連携
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●５年間の人材育成目標
●大学生・大学院生の卒業後の浪江町および沿岸地域への移住・定住による新規就農者（農業生産法人への就職も含む）、商工業への就職者といった人材確保と定着（5年間で9名）
●復興支援サポーター年間20名以上の輩出 → 福島沿岸地域への交流人口・関係人口の拡大

●今年度の活動内容と課題

●２年目の事業内容・方向性
人材育成のための教育・研究プログラム活動に加えて、以下の地域企業連携プロジェクトを展開
●「浪江復興米」の高付加価値化を目指した日本酒開発プロジェクト
●ペピーノ加工品プロジェクト
●オーベルジュレストランプロジェクト

ペピーノの栽培、六次産業化支援プロジェクト
• 定植作業 ・除草作業

髙畑先生、学生たち、浪江町の皆さま

浪江町の皆さまとペピーノ加工品の試食会

エゴマ栽培支援プロジェクト
• 定植作業 • 除草作業

• （稲刈りが雨で中止）

石井絹江さん
の圃場

石井絹江さん
の圃場

入江先生、学生たち、浪江町の皆さま 黒瀧先生、髙畑先生、学生たち、浪江町の皆さま

花卉(ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ)栽培農家支援プロジェクト

井形先生、学生たち、
浪江町の花卉生産者

新規参入生産者（和泉氏）
の民泊「青田荘」に泊まり交流

・福島県浪江町

●浪江町の復興状況

①新規就農実践講座（年3回）
②復興浪江学（年3回）
③一般農業実習プログラムコース（収穫体験等）
④特別インターンコース（夏期未実施）
⑤特別実習プログラムコース（ペピーノ等）
⑥全体成果報告会（シンポジウム）

エゴマの収穫作業 獣害対策用フェンス設置

●震災前の農業の概況 ●震災後の農業の概況

■米
2018（平成30）年に6haの米が栽培され、19年は
27ha、2020年には89haにまで拡大でき、2021年9月
には収穫した米（もみや玄米）を保管するカント
リーエレベーターが稼働する。2021年度は約180ha
の水稲作付面積が見込まれることになっており、一
気に2倍に加速することになっている。
→ かつての状態に比べると、カバー率は2割に達し
ておらず、さらなる営農再開の加速化が求められて
いる。

■米以外
トルコギキョウ、エゴマ、タマネギ等の栽培が行わ
れているが、面積としては44haに止まっている。

■浪江町の農業の担い手
農作業は「出張農業」とならざるを得ない状況が続
いている。
→ 「担い手育成」に向けた人材の育成・定着を行
わないと、耕作放棄地の拡大につながり兼ねない状
況になっている。

大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業

高付加価値化

～プロジェクトに参加した学生の声～
　私は今回の浪江町復興プロジェクトに参加して地域産業の復興と町の復興のつながりを感じました。
私は今回浪江町に初めて伺いました。新しい道路が建設されているところや、今年できたばかりの道の駅は復興の証だと思いました。震災時の話は復興プロジェクトへの参加を考えた時にインターネットで
甚大な被害と復興の取り組みの内容を調べ知りました。11年の間でガレキに埋もれていた同じ地で田んぼで稲穂が植っているのをみて復興を感じました。また、今は水素エネルギーを筆頭とした世界で最先
端の再生可能エネルギー分野での取り組みをされていると教わって様々なことに挑戦しているのだとわかりました。
　最初に訪れたカントリーエレベーターではコンピューターを使った最新鋭のシステムを使った乾燥や貯蔵が行われています。年々増加する米の収穫量に対応する処理能力を持った機械の導入は町づくりに
繋がると思いました。また、大きな施設を日頃3人で稼働させているとお聞きして機械を利用した農業の有用性を感じました。
　いちじく農家さんの話では加工する人がいないとおっしゃっており、人不足を感じました。ジャムや甘露煮に加工して付加価値をつけることでブランド化、差別化を図っている品物もなみえの道の駅で見
つけました。また、道の駅ではお話にあった通り、朝取れのシールの貼ってあった品物の方から売れていて、そこでも差別化の重要性を感じました。私は将来、食品の企画の仕事に就きたいと考えていま
す。製造やパッケージ開発等に興味があるので機会があれば農大と一緒にさまざまなプロジェクトがあれば私も参加させていただきたいと思いました。
　また、役所の方と農家さんがとてもフレンドリーに話されているのを見て連携が取れていて、意見を吸い上げてフィードバックする仕組みができているのだと感じました。
　残念ながら稲刈りは中止となってしまいましたが2箇所の浪江町の関連施設と農家さんの話を伺えてとても有意義な時間を過ごすことができたと感じています。また機会があればこのプロジェクトに関わり
たいです。

今回初めて浪江町に訪れて、復興の言葉の深みを実感した二日間でした。正直自分が想像していた復興のイメージとは程遠くて、「復興ってなんだろう」と改めて考えさせられました。実際に津波が来た請
戸小学校や慰霊碑を見て、ニュースで見たことが現実だったのだと初めて実感し、津波の恐ろしさに衝撃を受けました。自分が住んでいた町や学校が無くなる喪失感を考えると、とても辛いことだと思いま
した。そんな中でも、地域の人たちや役場の方々が復興という一つの目標に向かって前へ突き進んでいく姿に勇気をもらいました。お米のカントリーエレベーターや水素のエネルギー施設など、最先端の技
術を取り入れて震災前以上により良い浪江町を作っていこうとする熱い思いが伝わってきました。農家の方のお話を聞いていて、生産した農産物をたくさんの人に手に取ってもらうために自動販売機を置こ
うとしたり、とにかく工夫を凝らしている姿がすごいなぁと思いました。ただでさえ１から農産物を生産するのは大変なのに、どうやったら売れるか常に探究心を持って知恵を出しながら考える姿が素敵だ
なと思いました。浪江町に来るまでは、震災を自分ごとのように捉えることができませんでしたが、浪江町に来て自然の豊かさや人の温かさを知ってもっと浪江のことを知りたい、震災のことを風化させて
はならないと思いました。私のように町に訪れることで浪江の良さを知ったり震災のことを改めて考えるきっかけになる人はたくさんいると思います。私自身も、今回浪江に行ったことをきっかけに周りの
友人や家族に浪江町のことをもっと伝えたり発信して行きたいなと思います。また、今後も継続的に浪江町に訪れてなんらかの形で関われたら良いなと思います。農家さんのお手伝いや、実際に浪江町の人
たちと交流したり、何か商品開発など新たなプロジェクトにも関われたら嬉しく思います。コロナ禍という大変な時期に迎え入れてくださった浪江町の方々には感謝しかありません。これからもぜひよろし
くお願いします。また必ず訪れたいと思います。


	スライド番号 1

